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鑑定士  小原 洋（阪神支部顧問） 

 

はじめに                             

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

５年ぶり～! 

こんだけ可愛いけりゃな～ 

１００点! 
１ 演劇は舞台芸術です 創る側の自由 が保障されます 

２ 演劇の審査は、舞台芸術の総合評価です 

 観る側の自由 が保障されます 

３ 脚本、舞台美術（大道具・衣装・小道具）、役者の演技、 

音響効果（ＢＧＭ・ＳＥ）のすべてが評価の対象です 

４ 評価に客観的基準はありません  

  審査員個人の演劇観 で上下します 

５ 県・近畿・全国の大会では、複数の審査員の評価を重ね

合わせて補正します 

４＋・・・全国・近畿レベル 

４－・・・県レベル 

  ３＋・・・県レベル 

  ３－・・・びみょ～ 

  ２・・・・・がんばろう 

  １・・・・・だいじょうぶ？ 

健気
け な げ

じゃの～ １００点! 
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１ 宝塚北  ２ 伊丹西  

3 武庫総合  4 尼北  

5 伊丹北  図面の見方 
正確ではありません。 

「僕にはこう見えた」図です。 

舞台つら、緞帳ライン、センター、と 

特に １割幕、２割幕を目安に書いています。 

各アイテムの形・大きさ・数など違ってたら 

ゴメン！ 

３＋ 

優秀賞 
優良賞 

３－ 

３－ 

３－ ３－ 

優秀賞 

優良賞 

創作脚本賞 

 

小原評価 

 



 
 

3

 
6 県宝 7 尼小田  

8 西宮今津 

1・3 場 

8 西宮今津 

2・4 場 

1 

1 2 

優良賞 

9 神戸女学院  10 県尼  

1 2 

 

小原評価 
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１1 川西明峰  1２ 雲雀丘  

３－ ３＋ 

優秀賞 

13 県伊丹  14 市伊丹  

2 ３＋ 

優秀賞 

15 西宮南  

３－ 

 

小原評価 
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創作劇を書いたことのある人ならよ～くわかると思いますが、劇というのは幕を下ろすのが 

本当にむつかしいのです。（中寛信 『阪神高校演劇の六〇年 p116』以下『阪神六〇年』） 

 

 

 

ありがとう 阪神支部 

 

1９８３年。演劇部顧問１年目（宝塚高校）。 

木金土日の４日間で全２2 校の作品を鑑賞。 

合評会でコメントを発表した。 

この夏、園田学園は『うだうだ、ザ・青春』で全

国大会出場（未見）。支部大会は北村想の『碧い

彗星の一夜』。腰が抜けた。思わず主演女優さん

に花束を贈った。尼崎稲園の『ちゃいにーず・ぼ

っくす』といい、県芦『泣く子を黙らせろ』のメ

ンバーが本番後のホワイエで、とんでもない〝傲

慢“な会話をしていたことといい、阪神支部の洗

礼は強烈極まりなかった。 

 

「80，81，82 年は県の最優秀の 3 校は阪神支

部代表校で占めた。（中略）いわゆる「高校演劇」

の在り方に一石を投じ（中略）芝居の多様性を提

起している阪神支部の活動は県下のみならず全

国的にも評価されうるものである。」 

（中林修 『阪神六〇年』ｐ92） 

 こんな学校・顧問に囲まれて、しかも「互いの

作品をざっくばらんに語り合う、他の支部にはな

いだろう雰囲気がある」（よしやま のぼる 『阪

神六〇年』ｐ172） その中で鍛えた鑑定眼でし

たが・・・２０２３年 「体力の限界、気力もな

くなり引退することになりました。」（千代の富士

かい!） 

40 年間ありがとうございました。 

 


